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昏簾葦零；
・~後~る~、~旨『フ~；
本~期~･瀞T bご~l~I

""
目~ぱ~、神I~神~；
す~に~甲I縁~~縁~l

蟇闘薑嘗~I

藍鰕喜~~I

初
期
狩
野
派
の
北
野
天
神
縁
起
絵
巻
（
上
）相

澤

正

彦
へ

は

じ

め

に

こ
こ
に
紹
介
す
る
天
神
縁
起
絵
巻
は
、
近
年
新
出
し
た
も
の
で
、
全
六
巻
、

四
十
四
段
か
ら
な
り
、
欠
失
部
の
な
い
完
本
で
あ
る
。

奥
書
や
外
題
、
そ
の
他
の
付
属
資
料
も
な
い
た
め
、
伝
来
や
制
作
背
景
に
つ

い
て
は
不
詳
で
あ
る
。
内
容
も
特
定
の
天
神
社
に
触
れ
る
こ
と
は
な
さ
れ
て
い

な
い
が
、
い
ず
れ
か
の
社
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
系
統
と
し
て
は
、
甲

本
系
の
北
野
天
神
縁
起
に
属
し
、
巻
頭
の
訶
章
も
甲
本
系
の
特
徴
で
あ
る
「
王

城
鎮
守
神
々
お
ほ
く
：
．
」
で
始
ま
る
。

作
ら
れ
た
時
代
は
室
町
後
期
、
十
六
世
紀
半
ば
に
下
り
、
中
世
の
天
縁
起
絵

巻
の
棹
尾
を
飾
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
し
て
本
作
品
の
最
も
注
目
す
べ
き
点
は
、

そ
れ
が
当
時
の
中
央
画
壇
で
主
導
的
立
場
を
担
っ
た
狩
野
派
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
に
つ
き
る
。

は

じ

め

に

一
、
神
博
本
の
構
成

二
、
神
博
本
の
特
徴

（
ａ
）
段
落
構
成
に
つ
い
て

（
ｂ
）
訶
章
に
つ
い
て

（
Ｃ
）
図
様
に
つ
い
て

三
、
神
博
本
の
絵
師
と
そ
の
画
風

付
：
訶
書
翻
刻

こ
こ
に
見
ら
れ
る
き
わ
め
て
創
造
的
な
態
度
は
、
漢
画
壇
か
ら
発
し
た
同
派

季

－30－



が
、
伝
統
的
な
絵
巻
制
作
の
分
野
に
新
た
に
踏
み
込
ん
で
行
く
旺
盛
な
ま
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
類
例
を
み
な
い
新
図
様
と
も
あ
い

ま
っ
て
、
数
あ
る
天
神
縁
起
諸
本
中
の
奇
観
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思

迫
ヘ
ノ
Ｏ

そ
の
簡
単
な
紹
介
は
、
角
川
『
絵
巻
物
総
覧
』
に
の
せ
て
お
い
た
が
、
小
論

で
は
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
考
察
を
行
い
た
い
。
た
だ
し
、
紙
数
の
関
係
上
、
本

号
で
は
全
絵
部
の
モ
ノ
ク
ロ
図
版
を
掲
載
し
、
言
及
す
る
の
は
冒
頭
に
掲
出
し

た
内
容
の
内
、
一
の
構
成
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
、
以
下
は
次
号
に
ま
わ
す
こ

と
に
し
た
い
。
な
お
記
述
上
、
当
作
品
が
近
年
、
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
の

所
蔵
に
な
っ
た
た
め
、
「
神
博
本
」
と
略
称
す
る
。

｜

、

神

博

本

の

構

成

前
記
し
た
よ
う
に
、
訶
書
の
内
容
は
甲
本
系
に
順
ず
る
も
の
の
、
構
成
、
図

様
等
は
か
な
り
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
甲
本
類
に
則
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
な

ん
ら
か
の
積
極
的
な
も
の
が
あ
っ
た
は
ず
だ
が
、
今
と
な
っ
て
は
詳
ら
か
に
で

き
な
い
。
も
っ
と
も
時
代
的
に
見
た
場
合
、
甲
本
類
に
属
す
る
作
品
は
、
現
存

天
神
絵
巻
中
、
最
古
の
承
久
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
諸
家
分
蔵
本
北
野
本
地
絵
、

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
本
、
旧
荏
柄
天
神
社
本
な
ど
鎌
倉
期
の
作
例
を
経
て
、

南
北
朝
か
ら
室
町
後
期
に
か
け
て
も
諸
本
が
陸
続
と
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

見
れ
ば
、
こ
の
時
代
、
神
博
本
が
こ
れ
に
な
ら
っ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
あ

る
幸
ま
い
Ｏ

い
っ
た
い
甲
本
類
自
体
か
ら
し
て
、
構
成
一
つ
と
っ
て
も
各
々
ま
ち
ま
ち
で
、

訶
書
・
図
様
と
も
各
本
異
同
が
あ
り
、
か
な
り
複
雑
な
転
写
関
係
が
従
来
か
ら

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
諸
本
の
継
承
過
程
や
影
響
関
係
を
把
握
す
る
こ

と
は
き
わ
め
て
困
難
な
系
統
で
あ
る
。

そ
れ
を
反
映
す
る
か
の
よ
う
に
、
神
博
本
の
構
成
、
訶
耆
内
容
、
図
様
な
ど
、

ど
れ
を
と
っ
て
も
、
直
接
の
祖
本
を
想
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
ま
た
甲
本
系

の
大
き
な
流
れ
の
中
の
ど
こ
に
位
置
付
け
る
か
も
難
し
い
。

そ
の
段
落
構
成
、
図
様
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

第

一

巻

第
一
段
道
真
化
現

承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
、
菅
原
是
善
（
八
八
二
’
八
八
○
）
の
元
に
、

幼
児
の
姿
に
化
現
し
て
道
真
が
現
れ
る
と
こ
ろ
。
絵
は
２
場
面
に
分
か
れ
、

一
つ
は
邸
外
で
の
出
会
い
、
一
つ
は
邸
内
で
、
父
子
の
契
り
を
結
ぶ
二
人

の
語
ら
い
を
描
く
。

２
場
面
に
分
か
っ
の
は
甲
本
系
に
多
い
が
、
と
く
に
二
人
と
も
ど
も
邸

外
で
出
会
う
描
写
は
大
生
郷
本
な
ど
に
見
ら
れ
る
の
み
で
希
な
も
の
で
あ

う

（

》

Ｏ

第
二
段
年
少
詩
作

嘉
祥
三
年
（
八
五
○
）
、
是
善
、
道
真
十
一
歳
の
詩
作
の
秀
抜
さ
に
感

嘆

す

る

。

図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
な
が
ら
、
背
後
の
屏
風
は
総
金
地
（
金
泥

彩
）
の
花
木
図
で
制
作
時
（
室
町
期
）
の
趣
向
を
反
映
す
る
。

－31－



く
見
ら
れ
る
も
の
。

第
六
段
一
事
中
十
首
詩
作

第
三
段
大
戒
論
序

文
章
生
と
な
っ
た
道
真
が
、
貞
観
八
年
（
八
六
六
）
、
依
頼
者
の
安
恵

和
尚
の
前
で
、
「
顕
揚
大
戒
論
序
」
を
執
筆
す
る
。

図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
な
が
ら
、
背
後
の
襖
絵
は
金
泥
を
う
っ
す

ら
と
は
い
た
水
墨
の
蘆
雁
図
で
、
狩
野
派
の
描
法
を
示
す
と
と
も
に
、
制

作
時
代
の
趣
向
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
段
良
香
邸
弓
遊

貞
観
十
二
年
、
良
香
邸
で
弓
術
を
試
さ
れ
る
道
真
。

図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
。

第
五
段
吉
祥
院
五
十
賀

寛
平
六
年
（
八
九
四
）
、
道
真
、
吉
祥
院
で
五
十
の
祝
い
を
す
る
。

絵
は
画
面
中
央
に
坐
り
振
り
返
る
道
真
に
、
願
文
と
砂
金
を
献
じ
る
老

人
姿
の
陽
成
院
を
中
心
に
描
か
れ
る
。
横
長
の
法
会
場
面
は
甲
本
系
に
よ

訶
書
は
寛
平
七
年
（
八
九
五
）
の
「
一
事
中
十
首
詩
作
」
と
寛
平
九
年

の
「
任
大
納
言
大
将
」
を
述
べ
る
。

そ
の
絵
と
し
て
は
「
任
大
納
言
大
将
」
を
描
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い

中
に
あ
っ
て
、
神
博
本
は
対
面
す
る
道
真
と
一
人
の
官
人
を
描
く
希
な
も

の
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
内
容
と
も
明
確
に
判
じ
得
な
い
が
、
平
群
天
神
社

本
に
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
図
様
（
道
真
は
傍
ら
に
硯
を
置
く
が
）
で
「
一

事
中
十
首
詩
作
」
が
描
か
れ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
は
十
首
詩
作
の
令
旨
を

第

二

巻

第
一
段
時
平
謹
言

道
真
政
務
委
任
を
聞
き
、
左
大
臣
の
藤
原
時
平
が
道
真
を
讃
言
す
る
に

い
た
る
。
訶
書
は
そ
れ
以
外
に
、
陰
陽
寮
の
官
人
を
使
い
呪
誼
を
行
っ
た

こ
と
に
触
れ
る
。

絵
は
２
場
面
に
別
れ
、
時
平
ら
が
官
人
に
珍
宝
を
渡
し
呪
誼
を
依
頼
す

る
場
面
と
、
人
形
を
立
て
て
い
よ
い
よ
呪
誼
を
行
う
場
面
が
描
か
れ
る
。

受
け
る
道
真
と
み
な
し
て
お
く
。

第
七
段
家
集
天
覧

訶
害
は
昌
泰
二
年
（
八
九
九
）
の
「
任
右
大
臣
」
と
同
三
年
の
菅
原
家

三
代
に
わ
た
る
歌
集
を
天
覧
に
付
す
「
歌
集
天
覧
」
と
を
述
べ
る
。

そ
の
絵
と
し
て
は
「
任
右
大
臣
」
を
描
く
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
中
に

あ
っ
て
、
神
博
本
は
絵
は
中
央
に
歌
集
天
覧
に
立
ち
会
う
道
真
を
描
く
と

い
う
、
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
あ
る
。

第
八
段
朱
雀
院
行
幸
政
務
委
任

昌
泰
三
年
（
九
○
○
）
、
朱
雀
院
に
行
幸
し
た
延
喜
帝
と
寛
平
法
皇
の

密
議
に
よ
っ
て
、
道
真
一
人
に
政
務
委
任
が
決
定
さ
れ
る
。

絵
は
２
場
面
に
わ
た
り
、
一
つ
は
帝
と
法
皇
の
密
談
場
面
、
一
つ
は
道

真
に
政
務
が
委
任
さ
れ
る
場
面
が
描
か
れ
る
。
こ
の
２
場
面
が
描
か
れ
る

の
は
室
町
期
の
作
例
か
ら
多
く
見
ら
れ
る
が
、
神
博
本
も
例
外
で
は
な
い
。

襖
一
つ
隔
て
て
、
時
空
が
隔
た
れ
、
場
面
が
展
開
す
る
。
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こ
の
場
面
を
描
く
も
の
は
上
宮
天
満
宮
本
な
ど
わ
ず
か
に
す
ぎ
な
い
。

時
平
の
背
景
の
襖
に
は
金
泥
引
き
の
水
墨
山
水
画
が
見
え
る
。

第
二
段
奏
上
法
皇

訶
は
、
道
真
の
太
宰
府
流
罪
の
宣
旨
が
下
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
法
皇
が
、

驚
い
て
内
裏
に
向
か
う
が
、
菅
根
朝
臣
に
押
し
と
ど
め
ら
れ
る
と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
椋
木
法
皇
」
と
同
文
の
も
の
。
諸
本
の
絵
は
通
例
、
椋
木
の

下
で
阻
止
さ
れ
悲
嘆
す
る
法
皇
を
描
く
が
、
神
博
本
は
邸
内
で
法
皇
に
官

人
が
対
面
す
る
描
写
で
あ
り
、
こ
れ
も
き
わ
め
て
珍
し
い
。
ひ
と
ま
ず
は

道
真
流
罪
を
法
皇
が
奏
上
さ
れ
る
描
写
と
考
え
て
お
き
た
い
。
と
な
れ
ば

椋
木
と
い
う
題
名
も
ふ
さ
わ
し
く
な
く
、
便
宜
、
「
奏
上
法
皇
」
と
し
た
。

第
三
段
紅
梅
殿
別
離

離
散
す
る
道
真
一
族
が
、
紅
梅
殿
に
別
れ
を
つ
げ
る
場
面
。
片
膝
を
組

む
、
道
真
の
傍
ら
の
童
子
が
い
た
い
け
で
あ
る
。

こ
の
横
長
の
図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
五
段
西
下
海
路

舟
に
乗
り
換
え
、
西
下
す
る
一
行
。
中
央
で
嘆
き
悲
し
む
白
髪
の
老
人

が

道

真

。

こ
の
船
出
の
描
写
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
六
段
恩
賜
御
衣

第
四
段
西
下
陸
路

太
宰
府
に
向
か
い
陸
路
を
牛
車
で
ゆ
く
道
真
。

こ
の
横
長
図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第

三

巻

第
一
段
莞
去
安
楽
寺
墓
所

延
喜
三
年
（
九
○
三
）
、
莞
去
し
た
道
真
の
遺
骸
を
運
ぶ
途
中
に
、
後

に
安
楽
寺
と
な
る
場
所
で
牛
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
こ
を
墓
所

と

す

る

。

訶
は
太
宰
府
の
道
真
が
、
延
喜
三
年
（
九
○
三
）
、
宮
中
に
て
行
わ
れ

た
重
陽
の
宴
の
時
に
、
御
衣
を
恩
賜
さ
れ
た
こ
と
を
思
い
だ
し
、
御
衣
を

取
り
出
し
嘆
く
場
面
で
あ
る
。

絵
は
通
例
、
道
真
の
傍
ら
に
御
衣
が
描
か
れ
る
場
合
が
多
い
が
、
神
博

本
は
御
衣
は
な
く
、
硯
箱
と
白
紙
の
紙
が
置
い
て
あ
る
と
い
う
希
な
図
様

で
あ
る
。
訶
耆
に
は
続
け
て
、
道
真
が
こ
の
時
、
白
居
易
の
詩
に
な
ぞ
ら

え
て
詩
作
し
た
こ
と
を
述
べ
る
た
め
、
こ
れ
に
あ
た
る
場
面
と
み
な
し
て

お

き

た

い

。

第
七
段
送
後
集
長
谷
雄

道
真
が
太
宰
府
で
詠
み
た
め
た
歌
を
後
集
と
称
し
、
都
の
紀
長
谷
雄
に

送

る

。
図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
で
あ
り
、
送
ら
れ
た
文
箱
を
傍
ら
に
道
真

の
心
情
を
思
い
涙
に
く
れ
る
長
谷
雄
を
描
く
。

第
八
段
天
拝
山

道
真
が
天
拝
山
に
登
り
、
無
実
を
訴
え
、
天
満
大
自
在
天
に
な
る
も
の
。

神
博
本
は
と
く
に
白
髪
の
道
真
を
描
く
と
こ
ろ
に
新
味
を
出
し
て
い
る
。
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絵
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
段
榴
榴
天
神

延
暦
寺
座
主
の
尊
意
の
も
と
に
現
れ
た
天
神
、
帝
に
怨
み
を
述
べ
る
こ

と
を
と
ど
め
ら
れ
、
妻
戸
に
榴
榴
を
吐
き
、
燃
え
上
が
ら
せ
る
。

通
例
、
絵
は
天
神
が
妻
戸
を
叩
き
、
対
座
し
な
が
ら
柘
榴
を
吐
き
出
す

と
い
っ
た
２
場
面
構
成
が
多
い
が
、
神
博
本
は
妻
戸
を
叩
き
、
対
座
し
、

石
榴
を
は
き
だ
す
と
い
う
３
場
面
か
ら
な
る
。
し
か
も
襖
の
表
裏
で
画
面

展
開
を
行
う
こ
と
は
、
他
段
に
も
み
ら
れ
る
こ
の
絵
師
の
常
套
表
現
で
あ

ブ

（

》

○

第
三
段
清
涼
殿
霞
匪
時
平
抜
刀

清
涼
殿
に
天
神
が
雷
神
と
な
っ
て
落
雷
。
時
平
、
刀
を
抜
き
立
ち
向
か

い

《

，

／

Ｏ

絵
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
だ
が
、
時
平
が
毅
然
と
し
て
立
ち
、

落
雷
時
の
恐
怖
感
に
も
や
や
欠
け
る
う
ら
み
が
あ
る
。

第
四
段
尊
意
鴨
川
渡
水

天
神
慰
撫
の
宣
旨
を
受
け
、
内
裏
に
向
か
う
尊
意
が
、
洪
水
の
鴨
川
を

渡
る
際
、
水
が
そ
こ
だ
け
陸
地
と
な
る
。

絵
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
五
段
時
平
莞
去

延
喜
九
年
（
九
○
九
）
、
時
平
は
重
病
に
お
ち
い
り
、
加
持
祈
祷
を
依

頼
さ
れ
た
浄
蔵
は
、
そ
の
父
善
相
と
時
平
を
見
舞
う
が
、
時
平
の
耳
か
ら

蛇
が
出
て
善
相
に
調
伏
を
や
め
る
よ
う
に
い
っ
た
た
め
、
浄
蔵
は
あ
き
ら

め
、
時
平
は
ほ
ど
な
く
絶
命
す
る
。

神
博
本
は
２
場
面
に
分
か
れ
、
ひ
と
つ
は
耳
か
ら
蛇
を
出
す
時
平
に
加

持
を
行
う
浄
蔵
と
こ
れ
に
立
ち
会
う
善
相
だ
が
、
画
面
左
方
向
に
向
か
っ

て
時
平
が
描
か
れ
る
こ
と
は
諸
本
と
異
な
る
。
こ
れ
は
次
の
場
面
に
諦
め

て
退
出
す
る
浄
蔵
と
善
相
を
描
く
こ
と
に
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ

の
退
出
場
面
ま
で
描
く
も
の
も
希
で
あ
る
。
ま
た
時
平
の
背
景
の
屏
風
は
、

金
泥
引
き
の
行
体
の
水
睾
山
水
図
で
、
い
か
に
も
狩
野
派
風
の
も
の
。

第
六
段
公
忠
蘇
生
奏
上

延
喜
二
十
三
年
（
九
二
三
）
、
地
獄
へ
堕
ち
た
藤
原
公
忠
が
天
神
に
あ

い
、
醍
醐
帝
を
誹
る
の
を
聞
き
、
蘇
生
し
て
延
喜
帝
に
奏
上
す
る
。

絵
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
七
段
菅
公
清
涼
殿
化
現

天
神
、
清
涼
殿
に
現
れ
て
帝
に
怨
み
を
述
べ
る
。

神
博
本
の
絵
は
、
帝
の
前
に
紫
雲
に
乗
り
現
れ
る
天
神
で
あ
る
が
、
こ

の
絵
を
描
く
こ
と
も
室
町
期
以
降
の
諸
本
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

第
八
段
清
涼
殿
落
雷

延
長
八
年
（
九
三
○
）
天
神
が
崇
り
を
な
し
清
涼
殿
に
落
雷
。

絵
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
九
段
延
喜
帝
落
飾
崩
御

同
年
、
延
喜
帝
譲
位
、
出
家
す
る
も
、
ほ
ど
な
く
崩
御
す
る
。

神
博
本
は
落
飾
の
図
様
は
諸
本
と
同
工
だ
が
、
襖
を
隔
て
、
左
の
部
屋

に
公
卿
た
ち
が
雑
談
す
る
様
子
ま
で
描
く
の
は
は
希
で
あ
る
。
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第

四

巻

第
一
段
日
蔵
上
人
巡
歴
１

承
平
四
年
（
九
三
四
）
、
金
峯
山
の
笙
岩
屋
で
修
行
す
る
日
蔵
上
人
が
、

突
然
に
み
ま
か
り
、
蔵
王
菩
薩
の
導
き
で
、
三
界
六
道
を
巡
る
。
甲
本
系

は
地
獄
の
描
写
が
特
に
詳
細
で
あ
る
の
だ
が
、
以
下
の
３
段
は
神
博
本
が

最
も
生
彩
を
放
つ
部
分
で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
の
諸
本
は
岩
屋
で
修
行
中
、
み
ま
か
う
日
蔵
、
蔵
王
菩
薩
に

持
ち
い
だ
か
れ
て
空
中
を
飛
び
、
地
獄
で
火
炎
に
ま
み
れ
苦
し
む
延
喜
帝

に
会
う
と
い
う
３
場
面
を
続
け
て
描
く
こ
と
が
多
い
が
、
神
博
本
は
岩
屋

で
修
行
し
み
ま
か
つ
た
後
に
空
中
を
飛
び
、
ま
ず
一
番
に
太
政
威
徳
天
城

で
春
属
た
ち
に
囲
ま
れ
た
天
神
に
謁
見
す
る
図
と
地
獄
で
閻
魔
王
に
会
う

図
、
さ
ら
に
男
女
仲
睦
ま
じ
く
暮
ら
す
兜
卒
天
の
３
図
を
つ
け
加
え
て
、

も
っ
て
一
段
と
す
る
。

と
く
に
天
神
の
背
屏
は
総
金
地
に
松
と
梅
を
あ
し
ら
っ
た
も
の
、
天
神

の
容
貌
、
姿
態
は
初
期
狩
野
派
の
単
幅
の
天
神
像
な
ど
に
瓜
二
つ
の
も
の

が

あ

る

。

ま
た
新
加
さ
れ
た
兜
卒
天
図
な
ど
も
、
神
博
本
の
み
の
特
筆
す
べ
き
図

様
と
い
っ
て
も
よ
い
。
い
ず
れ
も
異
国
風
（
中
国
風
）
に
描
か
れ
日
蔵
の

前
に
二
組
の
男
女
、
そ
の
彼
方
の
楼
閣
の
中
に
、
鎮
座
す
る
弥
勒
菩
薩
を

描

く

。

第
二
段
日
蔵
上
人
巡
歴
２
（
鉄
窟
苦
所
）

地
獄
の
鉄
窟
苦
所
で
火
に
ま
か
れ
て
苦
し
む
延
喜
帝
ほ
か
三
人
の
亡
者

を
見
る
場
面
。

図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
で
あ
る
。

第
三
段
日
蔵
上
人
巡
歴
３
（
阿
修
羅
道
）

六
道
の
内
、
阿
修
羅
道
を
描
く
。
図
は
雲
中
、
帝
釈
天
が
阿
修
羅
の
一

群
を
追
う
図
で
あ
り
、
他
本
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
、
神
博
本
の
白
眉
と

も
言
え
る
部
分
の
一
つ
で
あ
る
。

第
四
段
日
蔵
奏
上
事

日
蔵
上
人
、
蘇
生
し
、
延
喜
天
皇
や
天
神
の
こ
と
な
ど
を
朱
雀
帝
に
奏

上

。

図
は
津
田
天
神
社
本
な
ど
に
近
い
が
、
と
り
た
て
て
新
味
の
あ
る
も
の

で

は

な

い

。

第
五
段
朱
雀
帝
法
華
経
供
養

日
蔵
の
教
え
に
よ
り
、
朱
雀
帝
は
一
日
の
内
に
法
華
経
千
部
を
書
き
写

し
宇
治
の
宝
蔵
へ
収
め
る
な
ど
の
善
行
を
積
む
。

神
博
本
は
２
図
に
分
か
れ
、
一
図
は
僧
侶
た
ち
に
よ
る
法
華
経
書
写
の

場
面
、
次
の
１
図
に
は
経
典
奉
納
の
際
の
舞
楽
供
養
の
様
子
を
描
く
。

法
華
経
供
養
は
ス
ペ
ン
サ
ー
本
な
ど
に
も
描
か
れ
る
が
、
類
例
は
希
で

あ

る

。第

五

巻

第
一
段
綾
子
託
宣

天
慶
五
年
（
九
四
二
）
、
多
治
比
の
女
綾
子
に
天
神
の
託
宣
が
下
り
、
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一
祠
を
創
始
す
る
。

図
は
諸
本
と
も
２
図
に
分
け
、
一
つ
が
屋
内
で
託
宣
を
受
け
る
綾
子
を
、

一
つ
は
一
祀
を
奉
幣
す
る
綾
子
を
描
く
。
神
博
本
も
こ
れ
に
則
り
、
図
様

も
ほ
ぼ
同
工
で
あ
る
。

第
二
段
太
郎
丸
託
宣

天
慶
九
年
（
九
四
六
）
、
近
江
比
良
宮
の
弥
宣
良
種
の
子
、
太
郎
丸
に

天
神
の
託
宣
が
下
る
。

神
博
本
は
、
驚
く
人
々
の
前
で
空
を
仰
ぐ
太
郎
丸
を
描
く
。
図
様
は
左

に
鳥
居
を
描
く
と
こ
ろ
な
ど
も
含
め
、
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
三
段
右
近
馬
場
相
議
社
殿
建
立
・
九
条
殿
信
心
事

良
種
、
託
宣
に
よ
り
右
近
馬
場
に
駆
け
つ
け
、
朝
日
寺
最
鎮
と
相
議
、

一
夜
の
内
に
松
が
生
い
林
に
な
っ
た
た
め
社
殿
を
建
立
す
る
。

ま
た
天
徳
三
年
（
九
五
九
）
、
九
条
右
大
臣
師
輔
が
社
殿
を
建
立
す
る
。

神
博
本
の
図
様
は
２
場
面
に
分
か
れ
る
。
ひ
と
つ
は
林
の
中
で
奇
瑞
に

驚
く
良
種
、
太
郎
丸
、
最
鎮
ら
。
図
様
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
で
あ
る
。

今
ひ
と
つ
は
板
敷
き
の
上
の
上
畳
に
端
座
し
、
北
野
社
の
普
請
を
見
守

る
師
輔
。
こ
れ
も
極
め
て
希
な
図
様
で
あ
る
。
師
輔
の
背
後
の
屏
風
に
は

総
金
地
に
梅
と
竹
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。

第
四
段
北
野
宮
繁
盛

前
段
を
受
け
て
諸
本
に
は
希
な
北
野
社
の
繁
栄
の
様
子
を
語
る
。

絵
は
北
野
社
に
参
詣
す
る
人
々
・
社
殿
廊
下
で
赤
子
に
乳
を
ふ
く
ま
せ

る
図
様
は
狩
野
派
が
よ
く
用
い
る
も
の
で
あ
る
。

第
五
段
内
裏
炎
上

天
徳
四
年
（
九
六
○
）
九
月
に
一
僧
の
夢
に
北
野
社
の
上
空
に
黒
雲
が

わ
き
た
ち
、
こ
れ
が
内
裏
に
い
た
っ
て
落
雷
す
る
の
を
見
る
。
二
十
三
日

に
は
、
こ
れ
が
正
夢
と
な
り
、
天
神
の
春
属
の
所
業
で
内
裏
が
炎
上
す
る
。

こ
の
時
、
内
侍
所
の
鏡
が
紫
辰
殿
の
桜
の
木
に
掛
か
り
、
光
を
放
つ
。
こ

れ
を
見
た
人
は
皆
、
悶
絶
す
る
の
で
、
こ
れ
を
小
野
宮
左
大
臣
が
祈
念
慰

撫

し

た

。

こ
の
話
を
取
り
上
げ
る
こ
と
自
体
、
希
な
も
の
で
、
自
ず
と
図
様
も
清

新
な
も
の
。
炎
上
す
る
内
裏
で
火
消
し
や
、
女
房
を
担
ぎ
出
す
白
丁
な
ど

大
わ
ら
わ
の
人
々
、
そ
の
左
に
は
鏡
を
配
す
る
小
野
宮
左
大
臣
の
姿
を
描

ノ

、

○

第
六
段
内
裏
造
営
虫
喰
和
歌

円
融
院
の
代
に
は
、
三
度
内
裏
が
炎
上
す
る
が
、
そ
の
造
営
の
折
、
紫

哀
殿
の
裏
板
に
、
虫
食
い
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
不
思
議
な
和
歌
が
発
見
さ

れ

る

。
図
は
そ
れ
を
の
ぞ
き
込
む
公
卿
や
番
匠
た
ち
。
通
例
は
普
請
仕
事
の
傍

ら
に
、
虫
食
い
板
を
の
ぞ
き
込
む
様
子
が
描
か
れ
る
が
、
神
博
本
の
よ
う

に
普
請
仕
事
を
描
か
な
い
の
は
希
で
あ
る
。

第
七
段
官
位
追
贈

正
暦
四
年
（
九
九
三
）
、
道
真
に
左
大
臣
を
追
贈
、
さ
ら
に
翌
年
、
太

政
大
臣
の
官
位
が
贈
ら
れ
る
。

図
は
北
野
社
前
で
太
政
大
臣
の
官
位
追
贈
が
執
り
行
わ
れ
る
も
の
。
そ
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の
図
の
大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第

六

巻

第
一
段
待
賢
門
院
女
房

盗
み
の
嫌
疑
を
受
け
た
待
賢
門
院
の
女
房
、
北
野
社
に
参
籠
祈
願
す
る

や
、
真
犯
人
の
女
房
敷
島
が
盗
衣
を
も
っ
て
現
れ
る
。

通
例
は
右
に
北
野
社
前
で
女
房
の
祈
願
の
図
、
左
に
は
宮
中
内
に
現
れ

た
敷
島
を
連
続
し
て
描
く
が
、
神
博
本
は
１
図
ず
つ
を
霞
で
区
切
っ
て
２

図
に
描
く
。
１
図
目
は
社
の
向
き
が
多
く
の
諸
本
と
異
な
り
、
左
に
置
き

換
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
神
博
本
が
北
野
社
の
描
写
を
、
常
に
左
側
に
置

き
、
正
面
を
右
に
向
け
る
構
図
を
と
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
２
図
目
の

大
要
は
諸
本
と
同
工
の
も
の
で
あ
る
。

第
二
段
世
尊
寺
阿
閻
梨
仁
俊

鳥
羽
院
の
女
房
に
女
犯
の
讃
言
を
さ
れ
た
仁
俊
、
北
野
社
に
訴
え
た
と

こ
ろ
、
当
の
女
房
が
狂
い
出
す
。
仁
俊
が
加
持
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
正
気

に
も
ど
っ
た
た
め
、
仁
俊
に
は
う
す
ず
み
と
い
う
馬
が
下
賜
さ
れ
る
。

図
の
大
要
は
通
例
の
も
の
で
、
仁
俊
が
狂
い
踊
る
女
房
に
加
持
す
る
場

面
と
、
馬
を
下
賜
さ
れ
る
場
面
。

第
三
段
仁
和
寺
阿
閻
梨
事

北
野
社
の
旅
所
の
前
を
、
牛
車
で
通
り
過
ぎ
よ
う
と
し
仁
和
寺
阿
闇
梨

に
、
天
神
の
神
罰
が
下
り
、
牛
が
頓
死
す
る
。

図
の
大
要
は
通
例
の
も
の
。

第
四
段
仁
和
寺
西
念

延
久
二
年
（
一
○
七
○
）
、
往
生
を
願
う
西
念
、
北
野
社
に
参
籠
し
、

天
神
の
託
宣
に
よ
っ
て
、
無
事
に
往
生
が
か
な
う
。

神
博
本
は
三
場
面
２
図
に
分
か
れ
る
。
１
図
目
は
、
師
匠
の
僧
に
往
生

の
日
を
問
う
西
念
、
連
続
し
て
右
に
移
る
よ
う
だ
が
、
建
物
は
変
わ
り
場

面
も
変
わ
る
。
次
は
不
確
か
だ
が
、
目
を
こ
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
北
野
社

で
夢
ま
ど
ろ
む
内
に
天
神
の
託
宣
を
受
け
て
退
出
す
る
場
面
と
判
ぜ
ら
れ

る
。
次
の
１
図
は
西
念
が
往
生
す
る
場
面
。
図
様
は
神
博
本
独
自
の
諸
本

に
は
希
な
る
も
の
。
西
念
の
往
生
す
る
背
後
の
蘆
雁
図
は
金
泥
引
き
の
水

墨
画
で
、
こ
れ
も
狩
野
派
の
描
法
が
よ
く
出
て
い
る
。

第
五
段
銅
細
工
娘
・
銅
細
工
娘
北
野
参
籠

承
保
二
年
（
一
○
七
四
）
、
貧
し
い
銅
細
工
の
姉
妹
が
生
母
の
亡
き
後
、

継
母
に
虐
げ
ら
れ
る
。
北
野
社
に
参
詣
し
た
と
こ
ろ
、
同
じ
く
参
籠
中
の

播
磨
守
有
忠
が
憐
れ
み
姉
を
妻
に
、
妹
を
宮
仕
え
に
さ
せ
る
。
姉
妹
は
天

神
よ
り
孝
養
を
讃
え
る
託
宣
を
受
け
る
。

神
博
本
は
２
図
に
分
か
れ
、
１
図
は
母
の
死
を
嘆
き
悲
し
む
一
家
。
２

図
目
は
北
野
社
で
有
忠
と
姉
妹
が
対
面
す
る
と
こ
ろ
。
図
様
は
神
博
本
独

自
の
も
の
だ
が
、
と
く
に
１
図
は
、
諸
本
が
継
母
に
虐
げ
ら
れ
る
姉
妹
を

描
く
こ
と
が
多
い
中
に
あ
っ
て
希
な
る
も
の
で
あ
る
。

第
六
段
銅
細
工
娘
受
福

有
忠
と
姉
妹
は
富
栄
え
、
父
母
へ
の
孝
養
を
積
み
、
つ
い
に
往
生
を
遂

げ

る

。
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以
上
が
神
博
本
の
構
成
で
あ
る
。
こ
の
段
落
構
成
、
図
様
を
み
る
か
ぎ
り
、

い
か
に
神
博
本
が
様
々
な
要
素
を
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
加
え
て
清
新
な
図
様
を

作
り
だ
し
て
い
る
か
が
わ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
室
町
時
代
以
降
に
お
け
る
天

神
縁
起
の
新
し
い
展
開
に
も
歩
調
を
あ
わ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
斬
新
さ

は
制
作
依
頼
者
の
意
志
も
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
ま
た
そ
れ
に

こ
た
え
る
だ
け
の
力
量
が
絵
師
の
方
に
も
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

第
七
段
八
月
祭

そ
の
特
質
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
ゆ
ず
る
こ
と
と
し
た
い
。

図
は
右
か
ら
左
へ
御
旅
所
か
ら
の
御
輿
の
還
幸
、
田
楽
、
獅
子
舞
、
舞

楽
、
相
撲
、
王
の
舞
な
ど
の
奉
納
が
描
か
れ
る
。
神
博
本
の
清
新
な
図
様

図
は
富
み
栄
え
る
有
忠
一
家
の
宴
席
の
様
子
で
、
図
様
自
体
は
神
博
本

独
自
の
も
の
。
有
忠
夫
妻
の
背
後
の
屏
風
は
総
金
地
の
薄
の
原
、
左
に
続

く
賄
い
場
な
ど
も
松
崎
天
神
本
な
ど
に
も
見
え
る
が
、
神
博
本
の
そ
れ
は

狩
野
派
描
く
酒
飯
論
絵
巻
の
図
様
に
も
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

か
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
希
な
段
。

の
中
に
お
い
て
も
、
と
く
に
生
彩
に
富
む
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

村
上
帝
よ
り
は
じ
ま
る
八
月
の
御
旅
所
祭
礼
の
盛
儀
で
、
他
本
に
は
画
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